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七
月――
日、

村
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
む
ら
お
こ
し
講
演
会

“

‘ 

k
 、···

む
ら
お
こ
し
平
業
の
発
端
と
な
っ

た
の
は、

大
分
煤
知
事
が
提
咄
し
て

大
分
県
全
域
で
進
め
ら
れ
た
「
一

村

一
品
運
動」

で
す
C

ど
ん
な
小
さ
な
村
で
も、

山
間
の

へ
き
地
で
も、

必
ず
他
所
に
は
無
い

特
徴
や
個
性
が
あ
る
は
ず
で
す。

そ

の
特
質
を
生
か
し
て
何
か
i
品
の
特

産
物
を
作
ろ
う
…
…
と
い
う
の
が
こ

の
運
動
の
呼
び
か
け
で
す
が、

こ
の

運
動
の
克
の
ね
ら
い

は

全
囲
一

律

の
様
糾
的
な
考
え
方
を
最
善
と
し
て、

そ
の
標
準
に
逹
し
な
い
過
疎
や
山
間

の
町
や
村
は、

た
だ
自
分
で
自
分
を

卑
下
し、

諦
め．

嘆
き
を
繰
返
し
な

が
ら
悪
循
環
に
落
ち
込
ん
で
い
く
愚

か
さ
を
い
ま
し
め、

自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
土
地
に
誇
リ
を
持
っ
て、

無
い
も
の
を
求
め
る
よ
り、

自
分
た

ち
の
土
地
に
あ
る
も
の
を
最
大
限
に

土
地
に
あ
る
物
を

活

か

し

特
徴
あ
る
む
ら
に

あ
ん
急
OO
ア
イ
デ
ィ
ア
が

紺
之
舜
畠
さ
せ
ま
君

e
特
産
品
と
観
光
開
発
に

と
い
うと

今
ま
で
に
よ
く
聞
か
れ
た
言
葉
に
「
む
ら
づ
く
り
」

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
が、

近
年
に
な
っ
て
「
む
ら
お
こ
し
」

い
う
言
葉
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た。

む
ら
お
こ
し
活
動
は

い
ま、

全
国
の
過
疎
町
村
や
山
村
で
一

斉
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、

そ
の
ね
ら
い
は
＿

体
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か。

私
た
ち
の
村
の
む
ら
お
こ
し
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す。

活
か
し
て‘

特
徴
の
あ
る
む
ら
を
つ

く
ろ
う
：’,
；
と
い
う
こ
と
で
す。

“
一

村
一
品
の
特
産
を
作
ろ
う
ん

と

い
う
呼
び
か
け
は‘

こ
の
真
の
ね
ら

い
を
象
徴
す
る
意
味
を
持
っ
て
お
り

ま
す。そ

し
て`

最
終
的
に
は
こ
れ
ら
の

活
動
を
通
じ
て、

地
域
の
住
民
の
気

持
ち
に
活
力
を
与
え、

村
の
産
業
や

生
活
全
体
か
前
阿
き
で、

創
造
的
に

変
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
の
で
す
u

商
工
会
の
実
行
委
員
会

さ
て、

今
年
度
束
白
川
村
商
工
会

は
県
か
ら
補
助
を
受
け
て
「
地
域
小

規
楳
市
業
活
性
化
推
進
事
業」

を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

U

こ
の
事
業
が`

い
わ
ゆ
る
「
む
ら

お
こ
し
ヤ
業」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で

大
分
県
の
一
村
i
品
運
動
と
同
じ
よ

う
に‘

地
域
で
利
用
さ
れ
て
い
な
い

資
源、

あ
る
い
は
伝
統
的
技
術
を
活

か
し
て
特
産
物
を
開
発
し
た
り、

そ

れ
を
売
る
手
段
と
し
て‘

ふ
る
さ
と

宅
配
便
や
そ
の
他
の
観
光
客
誘
致
の

方
法
を
考
え
る
平
実
で
す。

し
た
が
っ
て、

調
査
研
究
を
し
て

資
源
を
比
め、

実
際
に
物
を
作
り、

そ
れ
を
売
っ
て
消
費
者
の
反
応
を
見

て‘

採
算
ペ
ー
ス
に
乗
せ
る
ま
で
か

こ
の
事
業
の
範
囲
と
考
え
て
よ
く‘

ァ
イ
テ
ィ
ア
と
実
行
力
の
あ
る
人
が

こ
の
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す。

半
業
の
推
進
は、

商
工
会
長
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
「
む
ら
お
こ
し
実
行
委

員
会」

が
こ
れ
を
行
い、

そ
の
下
に

も
う
け
ら
れ
る
専
門
委
員
会
が、

具

体
的
な
課
題
に
つ
い
て
調
杏
研
究
や

開
発
を
坦
当
し
て
い
き
ま
す。

裔
工
会
で
は、

特
産
品
開
発
と
観

光
開
発
の
ふ
た
つ
の
尋
門
委
貝
会
を

も
う
け
る
こ
と
に
し
て
お
り、

こ
の

専
門
委
貝
会
の
活
動
で、

今
ま
で
に

な
か
っ
た
新
し
い
束
白
川
の
産
菜
を

生
み
出
し
て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す。
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村
を
愛
す
る

気
持
ち
が

資源
を
活
か
す

「
物」

は
資
源

で
す。

私
た
ち

の
村
で
蚊
も
多

い
物

は、

山
林
資
源 、

す
な
わ
ち
「

木」
で
す

が、
こ
こ
ら

あ
た

リ
で

も
う
少

し
視

野
を
広

め
て
考

え
て
み

る
と

「
木」

は
木
材

と
し
て
利
用

さ
れ
る
ほ
か
に

「
緑」

と
い
う
沢
源

を
持
っ

て
い
ま

す。そ
し

て、
そ
の
緑

が
つ

く
る

「
小

陰」
と
い
う
森
源
も
あ

り
ま
す。

さ

ら
に
木

と
木

が
重

な
IJ

‘

述
な

っ
た

空
間

で
あ
る

「
林」

あ
る
い

は
「

森」

と
い

っ
た
資
諒
も
考

え
ら
れ、
そ
こ

か
ら
生

ま
れ
る

「
水」
も
践
頂

な
沢

源
で
あ

り 、
森
林
空
間
に

あ
る
空
気

も
沢
源

で
す。

姿
源

を
こ

の
よ
う

に
考

え
て

く
る

9,1_
1,̀ '‘,̀ '‘̀‘'、.ユ

と
「

物」
か
ら

だ
ん
だ
ん
離

れ
て
い

き
ま
す

3

そ
し

て
私

た
ち

の
生

活
の

中
に

あ
る
風
料 、

た
と
え
ば
山

の
溝

に
は
味

め
し
を
た
い
て
山

の
神
様

に

供
え
る：・・・・
な
ど

と
い

っ
た
こ

と
も

資
源

の
ひ

と
つ

と
し
て
活
用

す
る
こ

と
が
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
ー
ー_?'

と

真
剣

に
考

え
て
み

る。
こ

れ
が
む

ら

お
こ
し
¥
業

な
の
で
す。

私
た
ち

の
村
束
白
川
は 、
ヤ
ル
気

さ
え
あ
れ
ば 、

ま
だ
ま
だ
発
屎

の
可

能
性

を
多

く
持
っ

て
い
ま
す。
そ
の

意
味

で、
今
年
行

わ
れ
る
商
工
会

の

む
ら
お
こ
し
＃
史
に

は、
村
も
梢
極

的
に
応
援

し、
こ

れ
を
起
爆
剤

と
し

て
新

し
い
産
業

の
育
成
に
つ

な
が
る

ょ
う
な
効
果

を
期
待

し
て
い
ま
す。

： ： ： ］ ： ］］尋］： ： ： ： ］ ］ ： 
： ］•i : l][ l:

したにを後思そ 村と ‘ イぴ
／めし残住いし ら あ をは いテ＇ 観

：摩各ヒヽそ乏委りる と五点；函
）段れいけ え 員し 村 一々々を発
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）第村へ具 ゜
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昨
年

の
七
月
か
ら
応
務

を
始

め
た

「
ギ
ネ
ス
束
白
川
何

で
も

村
一
番」

は`

た
く
さ
ん
応
募

い
た
だ
い
た
う

ち
十一
月

の
認
定
委
員
会

で
十
四
点

が
記
鉗
と
し
て
認

め
ら
れ

ま
し
た。

そ
の
後、
七
点

の
ギ
ネ
ス
応
荘

が

あ
り
昨
年

の
記
録

を
更
新
し

て
い
ま

す。
こ

れ
か

ら
秋

の
産
菜
祭

ま
で
に

あ
な
た
の
周
辺
に
も

た
く
さ
ん
の
対

象
物

が
あ
る
こ

と
と
思
い
ま
す。
ど

ん
ど

ん
お
寄
せ

く
だ
さ
い。

〇
応
募
資
格
ー

村
内
在
住
者

0
対
象
物
ー

動
物 、
杭
物

0
基
準
ー

長
さ、
重
さ、
大
き

さ

〇
認
定
ー

公
式
認
定
証

を
交
付

0
発
表
ー

産
業
祭

で
蔑
作
物

を
中
心

に
展
示 。

ま
た 、

そ
れ
ま
で
の
記

録
を
写
真
展
示

し
ま
す。

※
村
内

で
栽
培 、
採
取 、
捕
獲 、
飼

行
さ
れ

た
動
植
物
に
限

り
ま
す
が、

こ
れ
は：
I．

と
思
う
も

の
が
あ
っ

た

と
き
に

は
産
業
課
振
興
係
（
有
線
二

一
五
二
番）

へ
連
絡

く
だ
さ
い

C

っ

い
で
が
あ
り
ま
し
た
ら
持
参

し
て
い

た
だ
い
て
も
け
っ
こ
う

で
す。

ど
う
し
て
も
間

に
合

わ
な
い

と
き

は、
も

の
さ
し 、

は
か

り
な
ど

の
目

盛
り
の
分
か

る
よ
う

な
物

を
入

れ
て

写
真

を
写
し
で

お
い
て
く
だ
さ
い。＇

ま
た、
農
作
物
に
つ

い
て
は
産
業
祭

▽
岩
ひ
ば
ー

幅
九
十” ン
（
田
口
正
正）

▽
や

ま
ゆ
り
ー

花
四
十
一
房
（
今
井

光
彦）
▽

う
な
ぎ
ー＿
•

六＊。
（
熊

崎
進）
▽
き
ゆ
う
り
ー

八
百
二
十
四

り 9
（
葎
井

た
え）
▽
こ

ん
に
ゃ

く
ー

一
・

八
五
M
（

村
雲
文
雄）
▽
栗
実

ー
四
十
八ダ ，
（
藤
井

た
え）
▽
鮎
ー

二
6
五
十り，
（
安
江
康
助）
▽

さ
つ

ま
い
も
1
-
•

六
四
五 鳥・
（
松
岡
進）

▽
に
ん
じ

ん
ー

六
百
六
十ダ ，
（

村
呑

か
な）
▽
大
根
ー

五
・

七
五 鉤，
（
河

田
利
貞）
▽

な
ま
ず
ー

九
百
八
十“,

（
大
坪
勇
司）
▽

へ
ち

ま
ーー
・

六

五
“
（
安
江
辰
也）
▽
じ
ゃ

が
い
も

ー
八
百
二
十＂．

9

（
安
江
只
文〉
▽
鶏

卵
ー

百り9
（
安
江

成
屯）

a

今
年
提
出
さ
れ
た
ギ
ネ
ス

▽
鶏
卵
ー

百
四
十
九“ ，
（
熊
沢

光
介）

▽
和
牛
ー

八
百
八
十
五、。
（
高
井lca

男）
▽
じ
ゃ

が
い
も
1

九
百
五
十
Y

（
栗
本

と
み
子）
▽

へ
び

の
反
I
-

・
九
七＞い
（
安
江
英
樹）
▽
か
ぷ
ー

三
•

五 今。
（
栗
本

と
み
こ）
▽
白
菜

ー
五•
五 ｀n
（
安
江
正
兄）
▽
う

な
ぎ
ー

一
・

八キ•
（
安
江
秀
太
郎）

◎
昨
年
の
ギ
ネ
ス
東
白
川
記
録

の
出
品

と
同
時
に
出

し
て

い
た
だ

＜

よ
う
考
慮
し

て
く
だ
さ
い，

・l1'_\
ì

ーーーー``

 

集

＂
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本村ポンプが上位入賞

加茂郡消防操法大会

内

三
位
入
賞
S
第
三
分
団
出
場
要
員

1

9{
 

f
 

-
t

第
三
十一
回
加
茂
郡
消
防
操
法
大

会
が 、
六
月
二
十
八
日
加
茂
郡
八
百

津
町
立
八
百
津
小
学
校
校
庭
で
開
か

れ 、
本
村
か
ら
は 、
第一
分
団
と
第

三
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
出

楊
し
ま
し
た 。

こ
の
大
会
は ‘
郡
下
の
消
防
団
員

の
操
法
技
術
の
向
上
と
士
気
を
高
め 、

あ
わ
せ
て
万一
の
火
災
時
に
お
け
る

適
切
な
活
動
の
確
保
を
目
的
と
し
て

郡
消
防
協
会
が
主
催
し
て
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す 。

こ
の
操
法
大
会
は 、
小
型
動
カ
ポ

ン
プ
の
部
と
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
か

毎
年
交
互
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で 、

今
年
は
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
て
す 。

郡
下
七
か
町
村
か
ら
十
ニ
チ
ー

ム

か
参
加
u

出
場
順
位
抽
選
の
結
果 、

本
村
チ
ー

ム
は一
番
と
五
番 。

開
会

式
に
続
い
て
午
前
八
時
五
十
分
第
三

分
団
の
操
法
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た 。

各
町
村
の
ポ
ン
プ
自
動
車
は 、
辿
夜

に
わ
た
る
猛
訓
練
を
消
化
し
て
当
日

に
臨
ん
で
い
る
だ
け
に 、
い
す
れ
も

優
劣
つ
け
が
た
い
操
法
を
披
露
し
ま

し
た 。全

ポ
ン
プ
自
動
車
の
操
法
終
了
後 、

県
事
務
所
総
務
課
長
を
審
査
長
と
す

る
八
人
の
審
企
貝
に
よ
る
厳
し
い
審

査
の
結
果 、
優

勝
が
八
百
津
町 ‘
二

位
が
本
村
第＿
分
団 、
三
位
が
本
村

第
三
分
団
と
優

勝
こ
そ
逃
が
し
た
も

の
の
本
村
チ
ー

ム
が
上
位
に
入
賞
し

ま
し
た 。

第
二
十
三
回
村
消
防
操
法
大
会
は

五
月
三
日 、
総
合
運
動
場
で
聞
か
れ

ボ
ン
プ
自
動
車
二
台 、
小
型
動
カ
ボ

ン
プ
十
三
台
が
出
場
し
訓
練
の
成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た 。

午
前
八
時
三
十
分 、
降
り
し
き
る

大
雨
の
中
で
棟
法
が
開
始
さ
れ 、
各

選
手
と
も
全
身
ず
ぶ
ぬ
れ
と
な
り ‘

泥
水
の
中
で
操
法
を
披
器
し
ま
し
た 。

総
務
課
長
を
審
査
長
と
す
る
七
人

の
審
査
員
の
厳
し
い
番
査
の
結
果 、

小
型
動
カ
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
三
分

団
第
十
三
ボ
ン
プ 、
ボ
ン
プ
自
動
車

の
部
で
は
第一
分
団
が
優
勝
し
ま
し

た 。
結
果
は
次
の
と
お
リ
で
す 。

■
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
の
部

▽
俊

勝
—

第
三
分
団
第
十
三
ボ
ン
プ

指
揮
者

安
江

庄
三
（
大
明
神）

ヘ
当
日
の
成
績
と
出
場
し
た
選
手
の

皆
さ
ん
は 、
次
の
と
お
り
で
す 。

竺一
位
ー

第一
分
団

指
揮
者

村
雲

知
巳
（
西
洞）

一
番
貝

安
江

孝
洋
（
平）

二
番
貝

田
口

幸
生
（
平）

三
番
貝

島
倉

宏
之
（
平）

四
番
員

田
口

安
範
（
平）

▽
三
位
ー

第
三
分
団

指
揮
者

安
江

干
章
（
陰
地）

一
番
員

安
江

健
（
日
向）

二
番
貝

牧
野
友
紀
央
（
陰
地）

三
番
貝

松
岡

昭
信
（
陰
地）

四
番
貝

安
江

忠
（
日
向）

｛
 

雨
の

中
で

操
法
を
披
露

・

第
23

回
村
消
防
操
法
大
会

｛

一
番
員

安
江

久
光
（
大
明
神）

｛

二
番
員

安
江

秀
利
（
大
明
神）一

二
番
員

桂
川

公
幸
（
大
明
神）i

▽
二
位
ー

第一
分
団
第
四
ボ
ン
プ

｛

■
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

一

▽
優

勝
1

第一
分
団

■
個
人
表
彰

｛

▽
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
の
部

一

指
揮
者

今
井

弘
武
（
柏
本）

｛

一
番
貝

稲
垣

進
（
陰
地）
｛

二
番
員

安
江

秀
利
（
大
明
神）｝

三
番
貝

今
井

明
生
（
大
沢）

t

▽
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

i

指
揮
者

村
雲

知
巳
（
西
洞）
i

一
番
貝

安
江

孝
洋
〈
平）

i

二
番
員

田
口

幸
生
（
平）

｛

三
番
員

松
岡

昭
信
（
陸
地）
一

四
番
員

田
口

安
範
（
平）

一

①
は
入
札
期
日

②
は
落
札
金
額

お
よ
ぴ
落
札
業
者
③
は
指
名
業
者

◇
久
須
見
大
野
集
落
林
道

■
工
事
入
札
結
果
の
公
表

〔
社
会
福
祉
指
定
寄
付〕

現
金
五
万
円
—

島
倉
利
夫
（
西

洞） ■
善
意
の
寄
付
11

敬
称
略

島
倉

み
の

94
歳
（
西
洞）

安
江
と
め
よ

84
歳
（
日
向）

〖
U

お
く

や
み

申
し
あ
げ
ま
す

井
戸

稔
（
岐
阜
市

ご
r井
美
枝
子
（
日
向）

畔い
（
黒
淵

下
野

い
つ
ま
で
も

お
し
あ
わ
せ
に

坦
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

内 今
木 井
箕美

尚佐保英
子勝子俊
、.--ノ ‘--マー

＝孝ほ＝ つ

阿耶ゃ 妥かー ーさ

六
月
11

敬
称
略
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大
会
に
参
加
し
た
選
手
役
員

俯
卜

八
回
加
茂
郡
腔
ヒ

競
技
大
会

が
六
月
二
十一
8 ‘
加
茂
郡
川
辺
町

立
川
辺
中
学
校
運
動
船

に
お

い
て
淵

か
れ

ま
し

た。

こ
の
大
会
に
は 、
本
村

か
ら
十
八

人
の
選
手
没
且

が
参
加
し、
時
折 ‘

霧
雨

の
降
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中

でi
-
r
l

競
技
に
出
場
し 、
全
帷
g

六
位
ま

で
に
入
賞
す

る
大
活
躍

で、

総
合
三
位
と

い
う

成
禎

を
収

め
ま
し

た。
ま
た 、
ギ
村
体
脊
協
会
理
事
が

投
て
き
種
目

の
競
技
審
刊

と
し
て
終

H
大
餌
訓

で
し

た
3

こ
の
大
会

の
結
来

は
次
の

と
お
り

で
す。▽

優
勝

砲
九
投一
般
女
＋
ー

松

岡
成
f

（
陰

地）
▽
準
優
勝

壮
年

三
千
“
ー

今
井
保
都
（
大
沢） ·
走
祝

跳
ー

松
岡
公
男
（
大
明
神） 、
一
般
女

u

_

（

ス
）

本
村
選
手
大
活
躍、

六
月
七
口 、
加
必
郡
八
rci
津
町

で

第
三
十一
回
加
茂
郡

体
育
大
会

が
開

か
れ

ま
し

た
a

こ
の
大
会
は 、
加
茂
郡
下
七

か
町

村
か

ら
選
ば
れ

た
選
手

が
覇

を
争
う

13
の
で、
木
村

か
ら

は
几
種
u
(

卜

八
種
別
ー一

般
男
子
十 、
一
般
女
子

三 、
EIJ

年一
‘

壮
年 ．

、
家
庭
婦
人

二 、
成
壮
年
こ
に
付・ハ
十
余
人

の

選
手
役ぃ只

が
参
加
し
ま
し
た 。

中
で

も 、
パ
ス
ケ
ー
ト
ポ
ー

ル
ー

般
男
子
に
出
楊

の
ギ
村
チ
ー

ム
は 、

対
戦
チ
ー

ム
を
寄
せ
つ
け
ず
·

l―
迪
覇

を
達
成
し
ま
し
だ

ま
た 、
剣
道一

般
男
f

は一＿一
年
ぷ
り ．
同
EIJ
年

の
部

は
二

年
ぶ
リ
に
侵
勝

を
果
た
し
ま
し

こ。こ
の
結
果

は
次
の

と
お
り

で
す．

▽
優
勝
ー

パ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー

ル
一

般
男
子 、
剣
逍一
般
男'| ‘
剣
氾出IJ

バ
ス
ケ
ッ

ト
一

般
男
子
は
三
連
覇

加
茂
郡
体
育
大
会

®

総

合
で
三
位

加
茂
郡
陸
上
競
技
大
会

＋
走
幅
跳
ー

安
汀
ひ
ろ
r

(
H
向） 、

全
女
十
四
百
"
5

リ
レ
ー
ー

田
口
忠
美

（
平） 、
松
岡
良
佳
(
H
向） 、
松
岡
成

子 、
安
江
ひ
ろ
＋ 、
一
般
男
f
五
干

y
ー

安
江
宏
（
神
付）
▽
三
位

壮

年
H
打
ー

占
ltJ
勝
彦
（
平） 、
一
般
女

子
百
訂
ー

安
江
ひ
ろ
了 ‘
＿
般
女
チ

二
甘
以
ー

松
岡
良
佳

▽
四
位

壮

年
砲
丸
投
ー
古
田
勝
彦 、
家
庭
婦
人

の）

ハ
ン
ド
ポ
ー

ル
投
ー

松
岡
成
子 、
一

般
男
了
走
高
跳
ー

安
江
宏 、
同
砲
丸

投
ー

｛女
江
宏 令
▽
五
位

壮
年
と
幅

跳
—

占
m
勝
彦 、
luJ一
般
男
子
ー
K日

山
昭
lh
（
ギ） 、
一
般
女
子
走
高
跳

松
岡
良
佳

▽
六
位
一
般
男
子
百

訂
ー

山
田
久
陸

黛
聞） 、
同
走
幅
跳

ー
今
井
和
文
（
平） 、
同
五
千ぃ几
ー

山

111
久
陳 、
一
般

女十
走
幅
跳
ー

松
岡

良
佳 、
同
家
庭
婦
人
ー

松
岡
成
子 、

全
拐
f
四
rHぃ
41

リ
レ
ー

片
山
昭
広 、

今
井
和
文 、
古
田
勝
彦 ｀
山
田
久
陸

年

▽
準
秘
勝
内じ
球一
般
女 ’ー

竺二
位
ー

パ
レ
ー

ポ
ー

ル
一
般
女
子 、

ソ
フ
ト
ポ
ー

ル
家
庭
婦
人 、
救
式
テ

ニ
ス一
般
男
子

郡
大
会

で
好

成
績
を
挙
げ
た
チ
ー

ム
は 、
九
月
二
十
七
IJ
(
R
)

可
茂

地
区

が
主
会
場

と
して
開
催
さ
れ
る

●●●●9,
 .......
 9,
 ....
 
.

 

．
二
年
ぷ
り
に
出
場
し
準
決
勝
で
情�

一
し
く
も
敗
れ
た一
般
女
子
パ
レ
ー
i

楽
し
い
運
動
で

他
康
・

体
力
つ
く
り
を

ス
ポ
ー

ツ
教
室
11

毎
週
金
曜

運
動
仲
間

の
グ
ル
ー

プ
を
打

成
す

る
目
的

で
ス
ボ
ー

ツ
教
産

を
開
催

し

て
い
ま
す

今
年
度
は 、
特
に ‘
だ
れ
に

で
も

で

き
て
み
ん
な

が
楽
し

め
る
よ
う
に
軽

い
述
勤

を
組
み
合
わ
せ
参
加
者

の
健

康
体
力
つ
く
リ

を
目
指
し

た
r

健
康

ス
ポ
ー

ツ
教
盗」

を
淵
催
し

て
い

ま

す。
こ

の
教
室
は 、
毎
週
金
曜
日
に
開

き
ま
す。
一
年

を
通
し
五
期
に
分
け 、

一
期
ご

と
に
内
容

を
替
え

て
い
き

ます。

現
在 、
第一
期

を
開

い
て
お
り、

レ
ク
ソ
フ
ト

と
ピ
ー

チ
パ
レ
ー

ポ
ー

ル
で
健

や
か
な
汗

を
流
し 、
笑
い

の

綸
を
拡
げ
よ
う

と
し

て
い

ま
す。
対

象
を
限
定
し

ま
せ
ん

の
で 、
長
く
紐

康
な
栢
13

を
送
り
た
い

と
願
う
人

は

ど
な
た
で
も 、
い
つ

か
ら

で
も
n
由

に
参
加

す
る
こ
と
が

で
き

ま
す。

参
加
料

は、
一
人
伯
回
甘
円

で
す。

こ
の
教
定
に
つ
い

て
は 、
毎
回
開
催

u
前

の
什
線
定
時
放
送

で
お
確

か
め

く
だ
さ

い．

詐
し
く
内
容

を
知
り
た
い
方
は

‘

教
委
且
会
(
ff
線
ニ―
七
二
番） ・’

か 、
お

近
く

の
体
育
指
沸
委
員
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 。

e⑦
 

第
三
十
八
回
岐
阜
県
体
百
大
会
へ

の

出
楊
権

を
か
け
て
争
う
可
茂

地
区
大

会
に
向
け

て
強
化
練
習
に
励
ん

で
い

ま
す。

舗
装
工
ギ

①
七
月
三
日

②
二
干
三
百
十
万

円
ー
日
本
舗
道
闊

③面
マ
ル
ト

土

木 、
山
rn

土
建
闊 、
仰
立
保
上
木 ｀

丸
登
建
設
閥 、
日
本
舗
逍
憫

◇
小
峠
梨
浴
林
近
舗
装
工
ギ

①
七
月
三
H
②
三
千
百
万
円
ー

仰
立
保
土
木
③
前
記
五
社

◇
大
沢
林
逍
開
設
工
ボ

①
七
月
三
H

②
四
千
三
百
万
円

ー
山
田
七
辿
圏
③
仰
マ
ル
ト

土
木 ｀

山
田
土
建
朦 、
仰
立
保
土
木 、
丸

迂
建
設
闊

◇
西
洞
本
線
棉
梁
格
備
工
事

（
二
号
橋
下
部
工
事〉

①七
月
三
U
②
千
七
百
八
十
ガ

円
ー

山
田
土
建
朦
③
前
記
四
社

慎芦西r
·•--- -

て行民じと非こ状は いはやや
い防がめ定行の況 ‘ しでじか問次

ま止 ― l関めかたに依かすめに 題代
すに体係 ‘ らめあ然し ゜ 社成行を

゜取と機�I守 ‘ 1）と砥 会艮動担
りな関やる七必し近 全すに つ
組り ‘ 叫全月慮ての 体る走脊
む •lifl.国をさ後行 のこる少
こ1'f体市強 →れを少 心とこ年

と少 ‘ 町謁青て断年 かはとが
に年地村月少いたの ら ‘ な ‘

なの域をIiil年まな非 の親く非
つ非住は L.. をすい行 願を健行

- - - ·--~ - - • � ..� •ー・ ・｀------·.. ・ ー・ーー・デー＾ー ・ ・・・・ ・-...← • •――← ~..� • →� •ー・

■

七
月
は
「

青
少
年
を
非
行
か
ら

ま
も
る
全
国
強
調
月
間」
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私
は
が
ん
だ
っ
た 。
今
ま
て
自
分

の
健
康
を
信
じ 、
絶
対
病
気
な
ん
か

に
負
け
る
も
の
か
と
思
い
少
し
ば
か

り
の
風
邪
に
も 、
ま
た
あ
る
と
き
は ‘

熱
が
あ
っ
て
全
身
が
だ
る
＜
足
腰
が

痛
か
っ
た
そ
ん
な
と
き
も ‘
く
じ
け

る
も
の
か ，
く
じ
け
る
も
の
か
と
押

し
通
し
て
働
く 。
私
の
ス
ト
レ
ス
解

消
は 、
仕
事
を
す
る
こ
と
で
し
た 。

た
だ
慟
く
こ
と
に
専
念
し
て
き
た

私 。
手
が
け
て
三
年
目
の
イ
チ
ゴ
作

り
に
今
年
こ
そ
は
と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
た
矢
先 、
私
は
が
ん
の
宜
告
を

受
け
た
の
で
す 。

集
団
検
診
の
結
果 、
精
密
検
査
を

受
け
る
よ
う
に
と
の
通
知
。

そ
し
て

保
健
婦
さ
ん
か
ら
の
早
く
行
く
よ
う

に
と
の
伝
言 。
私
は 、
こ
こ
二 、
三

年
ひ
っ

か
か
っ
て
い
た
か
ら 、
来
る

ペ
き
と
き
は
き
た

�
と
い
う
感
も

あ
り
ま
し
た 。

早
速
病
院
に
行
き
精
検
を
受
け
ま

し
た 。
先
生
と
看
護
婿
さ
ん
と
の
ヒ

図扇に
9ド沢イヌ

＾ 

悟
を
決
め
ま
し
た 。
そ
う
す
れ
ば
や

り
か
け
た
仕
事
も
や
り
た
い
し 、
私

は
夜
が
な
け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
働

き
ま
し
た 。

そ
し
て
結
果
を
知
る
日
が
き
た 。

や
っ
ば
り
「

子
宮
が
ん」
と
い
わ
れ

ま
し
た 。
私
の
体
の
中
に
が
ん
が：·

と
思
う
と 、
イ
ヤ
だ 、
イ
ヤ
だ一
日

も
早
く
取
リ
去
っ
て
と
叫
び
た
か
っ

私
は
II

が
ん
II

受
け
て
く
だ
さ
い

東
白
川
村

常
で
す
か 、
そ
れ
も
が
ん
で
す
か」

と
言
っ
て
し
ま
い 、
先
生
か
ら
「

そ

ん
な
の
思
い
す
き
だ
よ 、
そ
ん
な
に

な
っ
て
い
る
な
ら
切
る
な
ん
て
い
わ

な
い
よ ‘
一）
＜
初
期
だ
心
配
す
る
こ

と
な
い
よ」
と
言
わ
れ
「

取
っ
て
し

ま
え
ば
す
む
こ
と
だ」
と
い
わ
れ
て

も ‘
体
の
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
れ
ば

．．．．．．
 と
思
い
納
得
か
い
か
な
か
っ
た 。

だ
っ

た
I.

「
検
診」

ソ
ヒ
ソ
話
が
耳
に
入
っ
た 。「
あ
っ 、

こ
れ
は
確
実
だ
ね」
私
は
先
生
に
聞

か
な
い
ま
で
も
か
ん
だ
と
思
い
ま
し

こ。f
 

「
検
査
結
果
は
十
日
先
に
な
り
ま
す」

と
い
わ
れ 、
何
は
と
も
あ
れ
入
院
は

ま
ぬ
が
れ
な
い
し 、
そ
う
な
れ
ば ‘

そ
れ
で
よ
し 、
私
は
自
分
な
り
に
必兄

保健婦

安江悦子

が
ん
は
手
遅
れ
に
な
っ
た
ら

怖
い

病

気
で

す

が
ん
に
な
っ
た
ら
ま
ず
助
か
ら
な

ぃ

—
と
い
う
の
は
過
去
の
話
で
す 。

現
在
で
は
医
学
の
進
歩
に
よ
り 、
か

な
り
高
い
治
癒
率
と
な
り
ま
し
た
3

特
に 、
早
期
に
発
見
さ
れ
た
胃
が
ん ‘

乳
が
ん 、
子
宮
が
ん
な
ど
は
ほ
と
ん

ど
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す 。

こ
の
よ
う
に 、
が
ん
は
か
か
っ
た

こ。f
 入

院
す
る
こ
と
も 、
手
術
す
る
こ

と
も 、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
早
く
き

れ
い
に
し
て 、
い
ま
わ
し
い
が
ん
な

ん
か
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
取
っ
て
し
ま

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た 。

先
生
か
ら
見
せ
ら
れ
た
胸
の
写
真

を
見
て 、
私
は
つ
い
「

そ
の
写
真
正

＾ 

ら
怖
い
の
で
は
な
く 、
手
遅
れ
に
な

っ
た
ら
怖
い
柄
気
な
の
で
す 。
特
に

が
ん
は 、
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
手

遅
れ
と
な
る
こ
と
が
多
く ‘

症
状
が

出
る
前
に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で

す 。七
月
二
十
九
日 、
三
十
日 、
三
十

一
日
の
三
日
間 、
村
内
三
会
場
で
県

何
日
も
ベ
ッ
ト
の
上
で
そ
れ
を
考

え
た 。
友
人
が ‘
知
人
が 、
家
族
が

毎
日
訪
ね
て
く
だ
さ
っ
て
勇
気
づ
け

ら
れ 、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば ‘
や
っ

ぱ
り
取
っ
て
し
ま
え
ば
治
っ
た
も1

緒
な
ん
だ 、
私
に
は
も
う
が
ん
は
残

っ
て
い
な
い 。

健
康
を
信
じ
て
い
る
他
の
人
の
方

が 、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
以
前
の
私
の

よ
う
に
悩
ん
で
い
る
か
も
知
れ
な
い 。

“
が
ん“
と
い
う
言
葉
は
全
く
い
や

だ
け
ど 、
体
中
ど
こ
の
病
気
で
も
早

期
発
見
な
ら
確
実
に
治
る 。
治
ら
な

い
の
は 、
発
見
が
遅
か
っ
た
か
ら
で

す 。「
早
期
発
見」
そ
れ
は 、
や
っ
ぱ
り

検
診 。
い
く
ら
健
康
で
も 、
私
だ
け

は
と
思
っ
て
も 、
や
っ
ば
り
検
診 ．

「
受
け
て
く
だ
さ
い
検
診
を」
私
は

恥
を
偲
ん
で
訴
え
ま
す 。

そ
の
お
陰
で
元
の
体
に
戻
れ
る ‘

こ
の
喜
び
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す 。
7

月
29

日
か
ら
3
日
間

子
宮
が
ん
検
診
を
実
施

の
検
診
車
に
よ
る
子
宮
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
の
で 、
三
十
歳
以
上
の

女
性
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ

さ
い 。が

ん
の
中
で
も
最
も
治
り
や
す
い

の
は 、
子
宮
が
ん
で
す 。
も
ち
ろ
ん

“
早
期
発
見
す
れ
ば”
と
い
う
条
件

つ
き
で
す 。

子
宮
が
ん
検
診
が
広
ま
る
に
つ
れ

て
早
期
発
見
率
が
高
ま
り 、
そ
の
結

呆
子
宮
が
ん
で
死
亡
す
る
人
は
ひ
と

昔
前
に
比
ぺ
て
急
速
に
滅
っ
て
き
ま

し
た 。私

が
保
健
婦
と
し
て
束
白
川
村
へ

就
職
し
て
か
ら
早
十
年
に
な
り
ま
す

が 、
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
た

人
は 、
延
干
六
百
十
八
人
に
の
ぽ
り

要
精
密
検
診
が
二
十
六
人
と
な
っ
て

い
ま
す 。
そ
の
う
ち 、
子
宮
が
ん
と

診
断
さ
れ
手
術
を
受
け
ら
れ
た
人
は

三
人
で
す 。
三
人
と
も
現
在
も
元
気

で
働
ら
い
て
お
ら
れ
ま
す 。

こ
の
三
人
も ‘
皆
さ
ん
と
同
じ
よ

う
に
特
に
心
配
を
す
る
よ
う
な
症
状

も
な
く
検
診
を
受
け
た
ら
が
ん
だ
っ

た
と
い
う
人
た
ち
で
す 。

昨
年 、
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け 、

が
ん
が
発
見
さ
れ 、
無
事
手
術
を
終

え
ら
れ 、
元
気
に
な
ら
れ
た
村
内
の

主
婦
A
さ
ん
か
ら一
通
の
手
紙
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す 。

A
さ
ん
も 、
が
ん
を
克
服
す
る
に

は
早
期
発
見
し
か
な
い
と
訴
え
て
い

ま
す 。



1111111111111111 7 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111 広報ひがししらかわ 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111 62. 7. 15 1111111111111111 

©
老
人
ク
ラ
プ
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社
会
福
祉
協
議
会
…
②

紺
祉」
と
い
っ
て
も
そ
の
範
囲
は
広
く、
社
会
櫂
祉
法
に
よ
る
生
活
保

護、
児
童、
身
体
障
害
者、
精
神
薄
弱
者、
老
人、
母
子
な
ど
の
褐
祉
と

母
子
保
健
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す。
援
護、
育
成、
更
生
の
措
置
に
よ
り

国
民
が
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す。
そ
れ
に
個
人
が
蕃
意
で
行
う
と
こ
ろ
の
慈
蕃、
ま
た、

組
緑
的
な
活
動
で
あ
る
慈
善
事
業
を
含
め
「
福
祉」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す。

＿一
回
目
の
今
月
は、
村
の
社
会
福
祉
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す。

社
会
福
祉
活
動
の
主
な
事
業

視
在、
村
で
行
わ
れ
て
い
る
社
会

福
祉
活
動
の、モ
な
ボ
業
は
次
り
と
お

り
で
す。

-
、
春
の
み
ち
つ
く
り、
お
盆
の
み

ち
つ
く
リ
（
各
集
活
に
お
け
る
生

活
道
な
ど
の
格
備）

二、
白
川
の
消
描（
九
月
に
行
わ
れ
る

明
い
社
会
づ
く
り
協
議
会
行
事）

三、
岱
地
の
泊
拘
（
地
区
の
芯
人
ク

ラ
プ
の
奉
仕
泊
動）

四、
集
会
所
な
ど
公
共
施
設
の
消
掃

（
子
供
会、
婦
人
会）

五、
カ
ー
プ
ミ
ラ
ー
の
消
掃
（
蔽
エ

会
行
年
部）

六、
公
共
施
設
を
花
で
か
ざ
る
運
動

整
備
資
金
の
ご
利
用
を

福
祉
の
村
づ
く
り

を
目
指
し
て

（
商
工
会
婦
人
部）

七、
道
路
の
空
缶
拾
い
(『11
年
団）

八、
古
切
手
の
収
災
全11
年
団）

九‘
敬
老
会
事
業
（
婦
人
全）

＋、
老
人
ま
つ
り
協
力
（
青
年
団、

食
生
活
推
進
協
議
会）

こ
の
ほ
か
に、
お
冗
い
に
助
け
あ

福
祉

い、
補
い
あ
っ
て
い
る
団
体
や
個
人

の
方
々
は、
村
内
に
数
多
く
あ
り
ま

す。
こ
う
し
た
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を王
体
と
し
た
事
業
が、
福
祉
の
村

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
束
白
川
村

社
会
福
祉
協
議
会
の
今
後
の
事
菜
の

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す。

の

窓
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

五
月
六
日
に
村
民
セ
ン
タ
ー
大
集

会
室
で
昭
和
六
十
二
年
度
の
束
白
川

村
名
人
ク
ラ
プ
遥^
11

会
総
会
が
閣
か

れ
て、
新
し
い
役
貝
が
選
任
さ
れ、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た。

�

単
位
老
人
ク
ラ
プ
が
行
う

�

�

白
川
の
や
な
ぎ
切
り（
越
原）

�

9
9
9
9
9
9
9
9
,、村老

連
で
行
う
主
な
事
業
は、

一、
老
人
の
体
力
づ
く
り
を
目
指
し
て

●
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
（
年
三
回）

●
老
人
ま
つ
り
（
九
月
十
五
日）
．

―-、
教
養
と
文
化
を
高
め
る
た
め
に

●
「
白
涛」
の
発
行
（
第
十
九
号）

●
旅
行

-i、
社
会
奉
仕
活
動

●
白
川
の
柑
柑

四、
そ
の
他
（
社
会
参
加）

●
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
に
参
加

人
生
八
卜
年
時
代
を
迎
え
て
求
白

川
村
名
人
ク
ラ
プ
の
会
貝
数
も
六
百

九
十
八
人
を
数
え、
今
年
度
も
「
体

力
づ
く
り」
「
教
蒼
の
修
得」
「
社

会
＃
仕
活
動」
と
幅
広
い
忙
業
を
汁

画
し
て
い
ま
す。

特
に
今
年
度
は、
前
会
長
桂
川
政

一
さ
ん
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
河
川
の

泊
掃、
白
川
の
や
な
ぎ
切
り
を
村
名

連
の
奉
仕
活
動
事
某
と
し
て
取
り
組

む
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す。

村
老
述
会
長

田
口
消
（
大
明
神）

' 

同
副
会
長

同
副
会
長

窃
砂
会
会
杖

長
寿
会
会
長

福
寿
会
会
長

常
舵
会
会
長

明
甘
会
会
長

消
楽
会
会
長

特
会
会
長

小
池
正一ー
（
平）

安
江
杢一
（
宮
代）

田
口
祈
（
大
明
神）

安
江
丹
次
（
陰
地）

安
江
麻一
（
下
絨
田）

村
雲
邦
雄
（
中
谷）

小
池
正
二
（
平）

今
井
正
三
郎
（
西
詞）

安
江
杢一
（
宮
代）

老
人
居
室・
障

害者
住
宅

県
で
は、
老
人
ま
た
は
隙
害
者
と

同
居
し
て
い
る
世
帯、
こ
れ
か
ら
同

届
し
よ
う
と
す
る
方
で、
IIT盗
用
店
呈

を
必
要
と
す
る
方
に
次
の
条
件
で
貸

金
を
貸
し
付
け
ま
す。

▽
貸
付
金
額

最
窃
限
度
頷

百
万
円

▽
貨
付
利
牢

年

三
パ
ー
セ
ン
ト

▽
償
四
方
法

一
年
据
え
置
さ
十
年
以
内
の
元

利
均
等
月
賦
か
t
年
賦

▽
貸
付
対
象

六
十
歳
以
上
の
老
人
と
同
居
世

帝、
防
害
者
ま
た
は
障
出
者
と

同
居
し
て
い
る
世
帯

▽
受
付
期
間

七
月
三
十一
日
ま
で

※
申
請
杏
類
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
役

場
住
民
係
（
有
線
ニ―
六
二
番）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い。
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長
さ
約
九
十
七� ン 、
凪
さ
か
な
ん
と
一
・

八

力知
の
ジ
ャ
ン
ポ
ウ
ナ
ギ
が
と
れ
ま
し
た し

釣っ

た
の
は
神
土
平
の
安
江
秀
太
郎
さ
ん

•

八
口
の
大
ウ
ナ
ギ
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あなたのまわりに明るい話題がありま
したら係へご連絡ください。

連絡先 企画財政係有線2185番

越
原
日
向
の
鴫人届
玄
治
さ
ん
が
稲
坦
製
材
所

裂
で
釣
ら
れ
た
長
さ
三
十
八H’
の
ウ
グ
イ

1.

三
十
八
冦ン
の
ウ
グ
イ

鶏卵の中に卵が (2重卵）

凩さ149 gの卯の中にかわいいりIJが人った珍らし
い卵が越原日lh」(/)熊沢光介さん方で取れました。

＾ 

六
月
二
|

二
日
の
夕
方
か
ら
夜
に

か
け
て
強
い
風
雨
と
ひ
ょ
う
が
降
り

股
作
物
に
被
害
が
出
た
ほ
か 、
道
路

の
決
壊一
か
所 奮
床
下
浸
水
十
軒 、

白
川
に
架
か
る
つ
り
橋
か
被
害
に
あ

い
ま
し
た 。

こ
の
披
害
が
出
た
の
は 、
上
加
地

区
の
柏
本 ｀
宜3
代 、
大
沢 ‘
下
野
地

区
で 、
白
JII
沿
い
に
被
害
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す 。
二
十
二
日
の
午
後
六

時
か
ら
十
時
に
か
け
て
四
六 ．が
の
雨

が
降
り ‘
ひ
ょ
う
は
ひ
ど
い
所
で
三

ー
五
{
.
9

も
梢
も
り ‘
大
き
い
も
の
で

一
円
玉
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
が
あ
っ
た

と
い
い
ま
す 。

大
沢
で
は ‘
今
井i
雄
さ
ん
方
前

の
鉄
製
の
つ
り
橋
（
長
さ
四
十
ぱ ‘

幅一
•

五
M
の
立
岩
橋）
か
強
風
を

受
け
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー

プ
が
切
れ
通
行

不
能
と
な
っ
た
は
か 、
宮
代
地
内
の

村
道
が
路
側
決
壊
と
な
り
ま
し
た 。

農

位
の
被
き
は 、
大
豆 、
ナ
ス 、

飼
料
作
物 、
家
庭
菜
園
な
ど
約
ニ
・

六
与
被
害
額
約
九
百
万
円
と
な
り

ま
し
た 。
（
写
真
上・
モ
ニ
タ
ー

今

井
香
代
さ
ん
提
供）

五
加
地
区
に
被
害

強
い
風
雨
と
ひ
よ
う
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夏

に

なる
と

、

川
や
海
に
行
く
機

会
が
増
え

ま
す
が

、

水
難
事
故
に
は
十

分
気
を
つ
け

た

い

も
の
で
す 。
特
に

変
休
み

の
時
期

は、

毎
年 ‘
子
供

の
水

の
事
故
が
目
立
ち

ま
す。昨

年一
年
間

で

“
水
の
犠
牲“
に

なっ

た

中
学
生
以

下
の
子
供

は
全
国

で
四
百
六
十
九
人 。

こ
の

う
ち
六
月
か

ら
八
月

ま
で
の
三

か
月
間

に

、
全
体

の
六
割
近
い
二
百

六
十
七
人
が
生
命

を
落
と
し
て
い

ま
す 。

子
供
を
水

の
事
故
か
ら
守
る

た

め

■ 子供の水難事故 ■

事故の6割が夏に発生

雨
降
り
後
は

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

に

、
わ

た

し

た

ち
大
人
は
ど
ん

な点

に
注
意
し

た

ら
い
い

の
か

ーー本
格

的
な夏
を
前

に

、
も
う一
度
考
え
て

み
ま

し
ょ
う 。

大
人
が
必
ず

同
伴
し
ま
し
ょ
う

子
供

の
水
難
事
故

の
六
割
以
上
が

子
供

た

ち
だ
け

で
出
か
け

た

際

に

発

生
し
て
い

ま
す 。
子
供

の
水
泳
や
水

遊
ぴ
に
は

、必
ず
保
護
者
か
信
頼

で

き
る
大
人
が
同
伴
す
る
よ
う
に
し

ま

し
ょ
う 。

家
の
近
く
の
危
険
な

場
所
を
再
点
検

昨
年

の
例
を
見
て
み
る
と、
子
供

の
水
難
事
故

の
四
分

の
三
以
上
か 、

安
全
措
泄
を
怠
っ
て
い

る
所

で
発
生

し
て
い

ま
す 。

自
宅
付
近

の
河
川
や
用
水
銘

、溜

池
など
を
再
点
検
し 、
安
全
策

の
と

ら
れ
て
い

ない
所
に

は

、管
理
者
に

申
し
入
れ
て 、
ふ

た

や
柵
を
設
け

た

り ｀
危
険
を
知
ら
せ
る
立
て
札
を
立

て
て
も
ら
う
よ
う

に

し
ま
し

ょ
う 。

雨
か
降
っ

た

後
は、
川
や
用
水
路

の
水
か
さ
が
増
す
ば
か
り

で
なく ‘

水
の
流

れ

も
速
く

なり

た

い
へ
ん
伶

険
で
す 。
子
供
が
近
づ
か

ない
よ
う

特
に
注
意
が
必
要

で
す 。

9-—---,.”--—言只巧下r ―'- -’↓ ヤ十9--^ .̂.... ベ心シがぷrヽ→～
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l 睾玉： i王累：． ll: t忍門虐． i妥一笠 t 在］ま；森．;是］厨i
\ ; ` ] 19: :急ヽ ］国t[ 3] を

／

iこ ー［
＾

量仕＇ ｛：り9 [守 ； ［ ［．魯ぢ ！
と事

} t 食
食 し ； t魯ぢ し i

し 需贔よ こ 懇 質の畠ぢ靡麿まば儡詈合羹貪厨 l

I〖茎嘉芝 i [ : : 0 茫孟絵 1 茎 食闊こ笞吝る］ ［豆塞i亨菱苓i
！ ，； しど摩け ；占摩鵞 ］

ー
長腐玉急 めで ！ 

； ： ： ；ェ仕 ':
ノ‘
-i [ i l ; [ :、 奇 i嘉·□`ヽ, II D o \ 

: ;:'t:]]]]]:
]: ^ l:] 
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大
型
機
械
が
店
地
の
形
を
変
え、

道
路
や
水
路
が
整
備
さ
れ、
村
の
地

形
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す。
こ
の
移
り
変
わ
る
姿
を
与
真
に

お
さ
め、
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か。

今
か
ら
準
伽
し
て
く
だ
さ
い。

▽
整
備
前・
後
の
組
写
真

ほ
場
整
備、
農
道
整
備
な
ど
で

同
じ
場
所
の
整
偏
前
と
後
の
写
真

二
枚
で一
組
と
し
ま
す。
整
備
後

の
写
真
は`

人
物
な
ど
の
入
っ
て

い
る
も
の
で
表
現
効
果
の
あ
る
写

兵
と
し
ま
す。

▽
整
備
後
の
写
真

外
観、
風
景
だ
け
の
写
真
に
な

ら
な
い
よ
う
生
産
や
生
活
に
直
接

む
す
ぴ
つ
い
た
人
物、
車、
店
機

具
な
ど
が
入
っ
た
表
現
効
果
が
あ

lJ、
村
の
活
性
化
に
ア
イ
デ
ィ
ア

が
工
夫
さ
れ
て
い
る
写
兵
と
し
ま

す。
▽
産
業
振
興
の
写
真

地
船
産
菜
の
扱
興
に
開
係
が
あ

村
づ
く
り
写
真
展
の

写
真
を
募
集
し
ま
す

ぉ、

＾ 

愛
の
血
液
助
け
合
い

逼
動
に
ご
協
力
を

リ、
村
の
発
展
に
つ
な
が
る
汲
現

効
果
の
あ
る
写
真
と
し
ま
す。

◎
写
真
の
規
格

四
切、
カ
ラ
ー
と

し
ま
す
（
組
写
兵
で
整
備
前
は
白

黒
で
も
よ
い）

◎
出
品
一
人
何
点
で
も
よ
い

◎
提
出
期
限

62
年
10
月
31
U
ま
で

◎
発
表・
表
彰

審
在
の
結
坐
優

秀
な
作
品
は、
産
業
祭
に
展
示
し

去
彰
し
ま
す
（
優
秀
作
品
は
全
国

農
村
総
合
整
佃
与
兵
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
し
ま
す）

◎
提
出
先
・

問
合
わ
せ
先

産
業
課

秤
理
係
（

有線
ニー
ニ
三
番）

人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
の
で
き
な

ぃ
血
液
は、
国
内
で
必
要
と
す
る
す

ペ
て
を
国
民
の
献
血
に
よ
り
確
保
す

る

l
こ
れ
が
現
在
の
わ
が
国
の
大

き
な
課
題
で
す。
こ
の
諜
姐
を
国
民

一
人一
人
に
認
識
し
て
も
ら
う
と
と

も
に‘
献
血
思
想
の
普
及
と
新
し
い

献
血
制
度
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め

ふみの日(7月23 8) 

束
白
川
婦
人
会
で
は、
こ
の
は
ど

「
東
白
川
く
ら
し
の
知
恵
テ
レ
ホ
ン
，ー、

サ
ー
ピ
ス」
を
開
設
し
ま
し
た。
生

りi

活
の
中
か
ら
得
た
体
験
や、
昔
か
ら

の
言
い
伝
え
な
ど
少
し
で
も
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と‘
会
貝
が

交
替
で
吹
き
込
ん
で
い
ま
す。

内
容
は、
リ
フ
ォ
ー
ム
大
人
セ
ー

タ
ー
か
ら
＋
供
ガ
ウ
ン
の
作
リ
方、

胄
梅
の
鋒
密
渋
シ
ロ
ッ
プ、
薬
が
酒、

ワ
ン
ボ
イ
ン
ト
体
操
な
ど
知っ
て
お

く
と
得
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
す。

砒
活
は‘
芙
ね
白
川
ニ
ー一
八
〇

0
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
れ
ば
い
つ
で
も

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す。
ご
利
用
く

だ
さ
い。

婦
人
会
員
が

テ
レ

ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

I
N
T
T
だ
よ
り
ー

る
こ
と
を
目
的
に、
七
月
を
r
愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
月
聞」
と
し
て、

全
国
で

梢極
的
な
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す。昨

年
四
月
か
ら
は、
四
百
け10
献
血

も
で
き
る
よ
う
に
な
り、
ま
た
今
年

三
月
か
ら
は、
血
小
板
な
ど
の
特
定

成
分
だ
け
を
献
血
し
て
い
た
だ
く
成

分
献
血
も
実
施
し
て
い
ま
す。

自
分
自
身
の
健
康
管
理
に
も
役
立

つ
献
血。
そ
し
て、
な
に
よ
り
も
人

の
命
を
救
う
献
血。
一
人
で
も
多
く

の
か
た
の
こ
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま

す。

、・未来博88 コ ー ナ ー

， 今
月
は、
楽
し
い
出
合
い
に
滴

ち
た
未
来
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル、

未
来
博
会
船
に
設
け
ら
れ
る
パ
ピ

リ
オ
ン
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う。

▽
ス
カ
イ
マ
ッ
ク
ス
未
来
館

き
み
は
い
ま、
島
人
に
な
る。

沸
抜
0
か
ら
三
千
以
を
飛
ぶ

▽
パ
ノ
ラ
マ
中
部
館

飛
ぴ
出
す
中
部
の
未
米。
東

海
北
陸
の
詩
き
の
大
映
像

▽
中
国・
山
東
竜
館

一
惚
年
の
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル

世
界
初
公
開
3

中
国
秘
蔵・
大

恐
竜
の
完
全
な
化
石

▽
中
国
青
少
年
曲
技
館

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ

め
世
界
各
国
の
子
供
た
ち
を
熱

狂
さ
せ
た
中
囲
の
華

▽
世
界
の
占
い
館

占
い
ド
キ
ド
キ・
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー、
世
界
の
占
い
師
大
媒
合

▽
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
館

ハ
イ
テ
ク
が
身
近
に、

未来

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
世
界
が

琴—ヽ

パビリオン紹介

変
わ
る。

▽
情
報・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

A
1
バ
ピ
リ
オ
ン

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン`

情
報
が
削
り
出
す
禾

来
都
市

▽
宇
宙
バ
ピ
リ
オ
ン

英
感
／．
宇
宙
船
で
宇
宙
飛
行

▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
館

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
創
る
未
来
社
会

は
？

▽
立
体
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
ハ
イ
ピ
ジ

ョ
ン夢

か
幻
か
？
ハ
イ
テ
ク
が
創
る

迫
瓦
映
像

▽
水
と
音
の
夢
の
カ
ー
ニ
パ
ル

奇
抜、
幻
想、
夢、
幻、
あ
な

た
の
目
は
回
る

▽
ジ
ャ
ン
ポ
ト
ロ
ン

で
っ
か
い、
で
っ
か
い、
ガ
リ

パ
ー
テ
レ
ピ

▽
パ
イ
オ
回
廊・
岐
阜
産
業
館・
中

部
産
業
館

パ
イ
オ
の
先
端
を
面
白
く
紹
介

▽
緑
と
木
の
村

緑
の
陰、
木
の
香
り、
ハ
イ
テ

ク
住
宅
も

▽
ゆ
と
り
ず
む
館

あ
な
た
は
い
ま、
心
は
体
は
？

▽
健
康
館

人
と
健
康
と
の
か
か
わ
リ
は

▽
チ
ャ
イ
ル
ド・
ワ
ー
ル
ド

見
る、
聞
く、
触
れ
る
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r代r 今月の図書

心バ1:a
！ ひと f 

！ 哀しみの女
i ; .i 

t 五木寛之著）
k 
.i ふとであったエゴン 、 シーレの1枚の絵：

aし

．：の中に自分の未米を見てしまった女の巡命it -. ;. 
; iま ・ ・・· • •。 :}
f： 賃しみの女」と題名づけられたその絵の科
i中の限りない哀Lみをたたえた湖のような［
ヽ

t大きな日が 、 じっと彼女を見つ

め

て

います。・
i 現代の男の野心と女の愛を描く異色 lと紺 l
：小，i化です. f. 

t 

．j眠れる霧に ］ 
［ 黒井千次著 j 
．， 
：． 戦時中の果団疎HIを経験した3人のr·供
｝たも。かつ

て

の旅館での生活 、 そこでドイ
5ツ人とのつかの間のかかわり合いをよみがし

i えらそうとする3人の女性 ・ ・．．．．． § 
i・ 年の生の軌跡をいま一度検証しながらi
/, 
．i' それぞれ 、 彼女らの現在の生のあ1)かを確 3

iか

め

ようとする狐いを 、 i陳に物品った 、 ； f
i 
着＇
．、 名尖ともにロマネスクの名にふさわしい小 l
i 説です。

［ 
： ,} Iii［中のLJ本が沼かれた状態に多少とも関t
t心のある人には 、 よことに興味深いもの力’'{
｝ ぁる読み物です。 9 

｀～一れ、,,...... .,,......塗一心•ゃ...`岳.^“"~`―
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テ
ッ

セ
ン
は、

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
セ

rる

ン
ニ
ン
ソ
ウ
属
の
沿
菜
炎
性
侶
木
で

す』
中
国
が
原
性
で

、

党
文
年
間
（
一

六1ハ
．

i
-
iハ

七
二）
に
観
宜
用
と

し

て

わ
が
国
に
渡
米
し

ま
し
た。

そ
の
つ
る
が
昭
＜
欽
線
の
よ
う
に

強
い
と
い
う
意
味
で、

こ
の
名
が
あ

り
ま
す

如
船
如 �

即
閲
氾
と
も

い

い
ま
す c

つ
る
は
ニ
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
ノ
ー

ト
ル
に
な
り

、

他物
に
よ
く
か
ら

み

つ
き
ま
す

。

U
月
か
ら
六
H
こ
ろ
染
の
つ
け
恨

か
ら
長
い
柄
を
出
し

て

、
、11
色
ま
た

は
紫
色
の
径
六
ー

八
セ
ン
チ
の
人
形

の
六
弁
花
を
開
き
ま
す
が

、

こ
の
化

が9

弁
に
見
え
る
の
は
実
は

、

好
片
が
変

形
し

た
も
の
で`

テ
ー

セ
ン
に
は
化

弁
が
あ
リ

ま
せ
ん 。

テ
ッ
セ
ン
は

、

野
生
の
も

の
が
ほ

と
ん
ど
な
く‘

垣
恨
に
し

た
リ

、

鉢

栽
培
を
し
て
観
竹
し
ま
す3

テ
ッ

セ
ン
に
よ
く
似
て
い
る
の
で、

ア
ッ

セ
ン
（
鉄
線）

と

カ

ザ

グ

ル

マ
（

風

Jli
)

62. 7. 15 1111111111111111 

し
ば
し
ば
枇
同
さ
れ
る
も

の
に
カ
ザ

グ
ル
マ
が
あ
リ

ま
す。

伺
じ
く
キ
ン

ボ
ウ
ゲ
科
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
属
の

なぷ止

梢
物
で
すu

木
州
中
南
部 、

四
国

、

几
州
お
よ
び
朝
鮮

、

中
国
に
も
分
布

す
る
よ
う

で
す
が

、

東
白
川
村
で13

•
J
"
"
(
 

山
す
そ
の
灌
木
の
間
や
草
む
ら
な
ど

に
よ
く
11ル

か
け
る
こ
と
か
で
き
ま
す

ま
た

、

鉢
植
え
な
ど
観
宜
用
の
も
の

r

も
多
く
あ
リ

ま
す。

化
は
紫
色、

紅

“
F

 3

紫
色 、

白
色
な
ど

品
種
が
多
く、

晩

在

行
枝
の
先
に

聞
き
ま
す

大
き

さ
は‘

ト
セ
ン
チ

く
ら
い
に
な
り

ま

m­
す

テ
ッ
セ
ン
と
述

う
と
こ
ろ
は ‘

八

カザグルマ ．
．

弁
花
で
あ
る
こ
と
で
す
が

、

索
片
が

変
化
し
た13
の
で
あ
る
こ
と
や
本
米

の
花
弁
が
な
い
こ
と
之

同
し

で
す“

カ
ザ
グ
ル
マ
は

、

伝
和
叫

即
松

牡
丹
な
ど
の
別
名
が
あ
り

ま
す。

テ
ソ

セ
ン
や
カ
ザ
グ
ル
マ
の
仲
間

に
は、

←
伍
m
即‘

翌
潤
如｀

和硲

け
、

深
山
中
鈍
必
な
ど
が
あ
り

ま
す 。

豚
肉
の
み
そ
焼

r
 

』i
〔
材
料
I

四
人
分〕

i

豚
肉――-
ei
グ
ラ
ム

、

し
ょ
う
が

・

辻

泊

し
ょ
う
ゆ

、

赤
み
そ

、

i
ね
ぎ 、

砂
糖

｀
〔
作
り
方〕

①
豚
肉
は
一
11
大
に
切
り ‘

洒

大
サ
ジ
ニ

、

し
ょ
う
ゆ
大
サ
ジ
一

、

＂
赤
み
そ
大
サ
ジ
一

、

し
ょ
う

が
汁

i
少
し
を
合
わ
せ
た
た
れ
の
中
に
＋

:
Ji
分
く

ら
い
潰
け
込
む 。

i

②
ね
ぎ
は

小
口
切
り
に
す
る。

i

③
フ
ラ
イ
パ
ン
を
火
に
か
け
袖

ー
大
サ
ジ
一
を
熱
し

、

肉
を
広
げ
な

●
が
ら
人
れ
て
強
火
で
焦
げ
な
い
よ

ー
う
に
中
ま
で
火
が
通
っ

た
ら`

肉

：
を
引
き
上
げ
ま
す。

｝

肉
を
漬
け
て
お
い
た
た
れ
の
残

・
り
に
酒
大
サ
ジ
ー
を
人
れ
て
枇
ぜ

]
な
が
ら
フ
ラ
イ
パ
ン
に
人
れ ｀

砂

ー
糖
大
サ
ジ
一
を
入
れ
て
熱
し、

再

ー
ぴ
肉
を
戻
し

て

、

た
れ
を
か
ら
ま

ー
せ
ね
ぎ
を
散
ら
し
て
火
を
止

め
て

；
で
き
あ
が
り
で
す。

i
※
こ
飯
に
向
く
お
か
ず
で
す。

．
 

今月の

料 理“ 

r,
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学校生活や家庭・社会に対して新鮮な目で
意見を主張する代表者たち（村民センターで）

広報ひがししらかわ

月占東白川村青少年正主張大会

．

 
．
｀｀ふ

安
江
勇
貸
く
ん
（
二
歳
11

大
明
神

正
隆
さ
ん
・

泰
子
さ
ん
長
男

e
)
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·
喝

滋

k 5 カメラ 12人が堂々と意見発表 〉
（の 目
（ 青少年の主張大会｛

i 
： 青少年の主張大会が 、 6 月 6日村民セン （ 
； タ ー で開かれ l30人余リの人たちの前て小 i
l 学生から斉年までの代表12人が常々と ，意見 ｝ 
｛ を発表しました。

｛ この主張大会は、音少年に日ころ思って i 
------―`Sんダム·,.."'•-心や—~.... 匹mi硲デ沖

く いることや取リ組んでいることなどを発表 ； 

i してもらい 、 私たち大人か甘少年の姿をよ l 

： リ深く理解し、今後の健全育成活動に役立 ： と:,
1ま ゃ

： てようという目的で、昭和54年の固際児蛮 ： t｀ ; 
｛ 年を契機として始められたもので、今年で i :. ^ 

< •一口：；●：9 -: :さー：［：直；：：：：T—~ { \ [ l 
S•-~~‘ヽ～～べ•,.....,...=•べ•―`—•StL—·s·~..... ―`,,. • ......,,`,,.......,...,...鳥—、Sヽぶ心へ、5... .,..、―`メしヘ一、一し“ー、5し‘‘s••S•S~-~`‘-... ぷ‘s、一

＼
く ，
す ー
く

，育

す

ー
て

子

供

の

作

品

内‘

0
寝
付
か
れ
ぬ
暗
き
灯
の
も
と
体
温
計
時
々
見
入
れ
リ
堡
る
眼
鏡
に

tr・

寒
中
に
掘
り
て
半
歳
新
井
戸
の
工
事
叶
ひ
て
滑
き
水
初
＜

近
づ
き
し
稲
＃
浴
び
て
花
満
つ
る
庭
の
つ
つ
じ
の
白
あ
ら
は
な
る

な

0
薬
作
を
朝
な
夕
な
に
煎
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